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医学を基礎とするまちづくり
"MBT"次なる一手

これまでの動き
2012年〜2014年 奈良県立医科大学・早稲田大学による

MBT共同研究を実施
2014年 1月 MBT（医学を基礎とするまちづくり）の書籍を出版
2014年 5月 MBTを含むまちづくりが内閣官房地域活性化統合事務局、

内閣府地域活性化推進室による地域活性化モデルケースに選定
2015年 3月 奈良県と橿原市がまちづくりに関する包括協定を締結
2015年 3月 国が橿原市の地域再生計画を認定
2015年 5月 橿原市が奈良県立医科大学を地域再生推進法人に認定
2015年 6月 橿原市と奈良県立医科大学が包括協定を締結
2015年 6月 MBT関連事業への補助金交付（経産省関係）
2015年 7月 MBT関連事業への事業委託（総務省関係）
2015年 9月 MBT関連事業への調査委託（総務省関係）
2015年 10月 早稲田大学「医学を基礎とするまちづくり」研究所設立
2015年 12月 MBTコンソーシアム研究会設立
2016年 1月 MBTコンソーシアム研究会設立記念シンポジウム

（奈良県橿原市橿原神宮会館・養正殿）開催
2016年 4月 一般社団法人MBTコンソーシアム設立
2016年 6月 奈良県立医科大学

MBT(医学を基礎とするまちづくり)研究所設立
2016年11月 「医学を基礎とするまちづくり(MBT)コロキウム」

（早稲田大学大隈講堂・リーガロイヤルホテル東京）開催
2017年4月 奈良県立医科大学大学院に「MBT学」開講

【目的】少子高齢社会への対処、
産業創生、地方創生

奈良県立医科大学 MBT研究所 梅田智広

これまでの動き
2012年〜2014年 奈良県立医科大学・早稲田大学による

MBT共同研究を実施
2014年 1月 MBT（医学を基礎とするまちづくり）の書籍を出版
2014年 5月 MBTを含むまちづくりが内閣官房地域活性化統合事務局、

内閣府地域活性化推進室による地域活性化モデルケースに選定
2015年 3月 奈良県と橿原市がまちづくりに関する包括協定を締結
2015年 3月 国が橿原市の地域再生計画を認定
2015年 5月 橿原市が奈良県立医科大学を地域再生推進法人に認定
2015年 6月 橿原市と奈良県立医科大学が包括協定を締結
2015年 6月 MBT関連事業への補助金交付（経産省関係）
2015年 7月 MBT関連事業への事業委託（総務省関係）
2015年 9月 MBT関連事業への調査委託（総務省関係）
2015年 10月 早稲田大学「医学を基礎とするまちづくり」研究所設立
2015年 12月 MBTコンソーシアム研究会設立
2016年 1月 MBTコンソーシアム研究会設立記念シンポジウム

（奈良県橿原市橿原神宮会館・養正殿）開催
2016年 4月 一般社団法人MBTコンソーシアム設立
2016年 6月 奈良県立医科大学

MBT(医学を基礎とするまちづくり)研究所設立
2016年11月 「医学を基礎とするまちづくり(MBT)コロキウム」

（早稲田大学大隈講堂・リーガロイヤルホテル東京）開催予定
2017年4月 奈良県立医科大学大学院に「MBT学」開講予定

【目的】少子高齢社会への対処、
産業創生、地方創生

【目的】 産業創生、地方創生

（奈良医大）MBT→

内閣官房地域活性
化統合事務局、
内閣府地域活性化
推進室による
地域活性化モデル
ケースに選定

2014年5月

MBTコンソーシアム研究会設立記念シンポジウム開催

日時：2016年1月21日
場所：橿原神宮会館・養正殿（奈良県橿原市）

医療機器、製薬、エネルギー、通信、ゼネコン、
コンサル、製造、金融等を中心に、293社536名
学内併せ参加者 計632名

第一部
内閣官房：坪井内閣審議官・健康・医療戦略室次長
奈良県：浪越副知事
橿原市：森下市長 より、ご祝辞、ご挨拶

MBTコンソーシアム研究会代表：
細井（奈良県立医科大学理事長・学長）より、
「医学を基礎とするまちづくり構想」と
「MBTコンソーシアム研究会の設立趣旨・今後の展望」
について説明

特別講演
東京大学高齢社会総合研究機構辻教授
「超高齢社会におけるまちづくりの展望」

第二部
交流相談会 300名以上の企業参加者と69名の
奈良県立医科大学・医学部教授（一部代理含む）
との産学連携にかかる交流相談会を実施

2016年1月

11月14日早稲田大学大隈講堂およびリーガロイヤルホテル東京にて、
奈良県立医科大学、早稲田大学、一般社団法人MBTコンソーシアム主催で開催。

第一部
210企業、609名参加。
奈良県荒井知事、米国ロチェスター市経済開発・地域づくり局長Seeb氏による講演
パネルディスカッション

第二部
75企業、307名参加。
「新産業創生のための企業と医師の交流相談会」開催。
奈良県立医科大学教授陣76名参加、活発な交流が図られた。

本コロキウムには、内閣府、総務省、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、
NHKなどマスコミ、公益社団法人関西経済同友会など経済団体、国立研究開発法人産業
技術総合研究所など研究機関、日本都市計画学会、日本老年医学会など学術団体等、
35団体の後援をいただいた。

2016年11月 医学を基礎とするまちづくり（MBT）コロキウム開催
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製品開発 「連携」が実現するMBT

MBTコンソーシアムで医学知識を生かした産業創生・新製品開発

MBT（Medicine-Based Town, 医学を基礎とするまちづくり）

製品開発製品開発 「連携」が実現するMBT 活動報告

活動および成果報告書の作成

定期的にMBT活動報告作成・冊子配布（web含）、関連書籍出版

イメージ

奈良県立医科大学附属病院

プロジェクト活動

など

プロジェクト活動
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健康
人間の行動の結果＞人間の設計の結果

WSN wi-fi網

フレイル関連

環境と健康 生活環境見守りツール

人工知能

扱うデータの範囲

連携が実現するソーシャルホスピタル

“MBT”次なる一手

製品開発 「連携」が実現するMBT

製品開発 「連携」が実現するMBT
空間の音環境を整え、

KooNeのハイレゾ音源

（高周波数成分）

ハイレゾ音響空間

KooNe（ｸｰﾈ）の概要

居心地とリラックスをつくる

奈良医大主催イベント イオンモールにて開催 ケーブルテレビと連携した
医療情報発信への取り組み
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“MBT”次なる一手

対象別
ニーズ

これからの展開 “MBT”次なる一手

対象別
ニーズ

これからの展開

地域コミュニティ
情報サイト

運動支援
情報サイト

健康レシピ
情報サイト 天候・健康

情報サイト

買物支援
情報サイト

CATVと情報サイト連携

＜シングルサインオン＞

NFCカードでログイン

１．健康管理支援サービス
２．買物困難者支援サービス
３．防災や防犯情報受発信
４．災害時の情報集約・発信
５．サテライト市役所
６．その他、イベント実施

公民館（サービス拠点）
市民コンシェルジュに
よる相談・アドバイス

高齢者世帯

子育て世帯

様々な地域の人々

葛城市生活情報総合ポータルサイト

共通プラットフォーム

例えば
カード連携

様々なアプリ、
センサデバイスに対応

PC,携帯のみならずTV対応

様々な情報と連携

総務省プロジェクト

共通プラットフォームの構築、活用 これからの展開

他にも、健康教育向けコンテンツ（映像）など多数対応

これからの展開共通プラットフォームの構築、活用

ウェラブル⇒moreウェラブル⇒mostウェラブル ⇒ nonウェラブル

コスト

活動量の見える化、多種ウェラブル対応、エコシステムの活用
企業×MBTコラボ、本年本格的スタート

ユニオンツール㈱, 東洋紡㈱快適性工学センター コラボ
東洋紡㈱導電性フィルム COCOMI® を使用したウェア

ニーズ） いつ、どこで、どのように変化？
そのプロセスを乱す条件は？
その分岐速度は？

個々人データの管理・可視化
グループ間比較

エンタメ性、
プッシュ機能強化

奈良医大医師、職員の計測開始（2017．6~）

他センサも検討中

市場創成 これからの展開
ステージの維持、悪化させない運動療法

その客観的評価方法が問われる。

高齢者
介護
ロコモ

特徴

– 予備力の低下

– 内部環境の恒常性維持機能の低下

– 複数の病気や症状を保持

– 症状が教科書どおりには現れない

– 現疾患と関係のない合併症の可能性高

– 感覚器機能の低下
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これからの展開ロコモ対応 貯筋活動の推進 これからの展開重症化・合併症リスクの見える化

健康状態のスコア化・未来予測技術

各機能の性能分布
各機能の経年変化度合い

(劣化度合い)
各機能の優劣要因

(日常生活的)

身体 感覚

皮膚

筋肉

臓器

心肺血液

神経

骨

思考

精神状態

脳

性格

無意識

各性能評価の分布

数

評価

評価

年齢

評価

年齢

評価

XX

評価

XX

評価

評価

良し悪しより特性差
が重要な場合は分類

年齢とともにどう変化
するか(徐々に？)

評価に影響を与える
生活要因が顕著な場
合の影響度

人によって評価への
影響がばらつく場合
の影響度

評価

年齢年齢が高いほどばら
つくものは落差を示
す(→メンテ可能)

突然か？(それとも変
化なしか？)

（2017/1時点）

これからの展開３Dグラフィックスの分身で可視化＋リスク、医療費予測

これからの展開MBT構想の拡大、全国へ世界へ

MBTコンソーシアム参画企業
・医療関連（医療・介護法人など）８
・金融機関３
・IT、通信関連 7 ・IT機器関連 15
・建設、住宅、エネルギー６
･化学、医薬品メーカー８
･コンサル関連５
･運輸 １
･その他（地元企業等）４
承認前企業5社 など

現在、８０社以上

②奈良県立医科大学白橿生祭 2017年10月4・5日

①


